

























塩水を投与し経時的に胃粘膜内のSAT活性， 0υC活性， SAT mRNA，ポリアミン量，及びDNA合成




















のSPDがspermidinelspermine )Jl -acctyltransferase(SAT)により NJ-acctylSPDとなり， これが
polyarnine oxidaseにより酸化されてドUTが生ずる。種々の刺激による胃粘膜傷害後の修復過程におこ
るcel migrationや細胞増殖にポ J)アミンが関与している事が明らかにされているが， PUTの生成に
ODCとSATのどちらが関与しているかは未だ明らかではないc著者はラットに高張食塩水 (20%NaCl 
j夜)を胃内へ注入し胃粘膜の傷害後におこるポリアミン代謝の変化と細胞増殖の関係について実験を行っ
た。高張食塩水投与後， Si¥Ti活性が上昇し， 5時間と 7時間にピークを持つ二峰性の活性が見られた。
それに対し， ODC活性は6時間にピークを持つ-峰性の活性上昇が見られたc 胃粘膜内のボリアミン濃
度は， 5 -7時間ではPUTが増加し逆にSPD及び、SPMは減少したo [3HJThymidineのDJ¥Aへの取り
込み単で見たDNA合成は 5時間で増加し， 1時間から16時間にかけて高値を保ち，以後減少したo
Polyaminc oxidascの阻害剤であるN.N'-bis (2，3-butadieny 1) -1，4-butanediamincOv1D 1 J 72527)は高張
食塩水投与後5時間の細胞内PUTi農度と))河A合成の増加を抑制するが， ODCの特異的阻害刑である α-
difluoromethvlornithine(DFMO)は両者の増加を抑制しなかった。 16.5時間自のPUT濃度とD:¥"A合成
の増加はMDL72527のみならず.DFMOによっても抑制され， MDL 72525とDFMOの両者の同時添加
によりさらに抑制された。これらの結果は，胃粘膜傷害後におこるDNA合成の初期においては， Si¥T及
び:polyamineoxidase により細胞内にすでに存在していたSPDより変換されたPじTがDNA合成を促進さ
せること，また，それ以後ではSPDより変換されたPUTのみでなく， ornithincからODCによって合成さ
れたPCTもDNA合成に関与することを示している。この論文は胃粘膜傷害の修復時におこるD)l八合成と
SATの関係を明らかにしたもので，ポリアミン代謝とDNA合成の関係をより一層明確にしている。よっ
て，著者は博士(医学)学位を授与するに値すると判定された。
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